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という見解を示されているが'その間には異同も多-見られ､この種の書がさまざまにバリエーション化し易いことをうかがわせている｡そして専修大学本は一類本に属するとされる｡次いで氏は'出典から作者まで､詳細にまとめ





と平易な説明文が付されている｡こうした解説は『和歌題林抄』 特色の三であって'たとえば室町時代の覇歌題林愚抄』には,こうしたものはない｡ の書は『題林愚抄』 も称し'山科言緒の編 なるというが'編者は未詳である｡この書も『和歌題林抄』と同様'写 のほか'寛永十四年'元禄五年'寛政四年の版本があり'近世流布したものである｡春･夏･秋･冬･恋･雑･公事に部類し､さらに細か-類題をし'約二六〇〇題のもとに二〇'六≡首を掲載す 大掛かり もので､網羅的な類題集である｡辞典的な趣が強く実用的であり'教科書的 役割を持っている｡これに比べ『和歌題林抄』は証歌を配列する みならず､歌学上の心得や､古典 関わる知識が加えられていて'辞典としてよ-は､読み物としての性格が強 ｡
この後北村季吟が『和歌題林抄』を増補して'宝永三年(一七〇六)『増補和歌題林抄』を刊行したが'これも辞
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享十1年(1四三九)六月二十七日から文安元年(l四四四)　三月下旬の間としている.内閣文庫本によると'その構成は巻1･春上､巻二･春下､巻三･夏上､巻四･夏下､巻六･秋上'巻七･秋下'巻八･冬上'巻九･冬下'巻十･恋上'巻 一･恋下'巻十二･雑上､巻十三･雑上'巻十四･雑下､巻十五･公事となる｡すなわちここでは『和漢朗詠集』　のような構想からやや遠のき､春夏秋冬や恋を重んじる古典的なみやびの世界が求められているかのようである｡題については'春上を見ると'年内立春二止春･春従東来･春風春水一時来･立春天 立春目し夏は首夏･首夏朝･首夏藤･送春如昨日･更衣-と続-｡『二八明題集』　の影響を受けながらも'これから離れる傾向にある｡ことに『朗詠集』　に見られず'『和歌題林抄』　に見 れた故実的な臨時客は'ここでは消えている｡
次いで『続五明題和歌集』六巻は序文によると'永正十二年(一五1五)八月今川氏親が素純法師とともに編んだ
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『朗詠集』Ⅰ風･雲･晴･暁･松 竹･草･鶴･猿 管絃付舞妓 文詞付遺文--『題林抄』　l暁･朝･夕･夜･山 峰･岡･柚･林 杜 野原･海 海路･･ -
となる｡ちなみ『朗詠集』の和歌二1六首と『題林抄』三四九首の中で'共通するものは四十八首である｡このうちには｢あまつかぜ-ものかよひぢふきとぢよをとめのすがたしばしとゞめん｣を前者では遊女の題のもとに入れ､後者では五節の題のもとに入れているように､必ずしも同題ではない場合もある｡また｢なつ山のみねのこずゑのたかければそらにぞせみ こゑはきこゆる｣ ように､前者に見える歌が後者にもある場合があるが､1万後者には出典未詳の歌もある｡
すなわち『和歌題林抄』の編者は『和漢朗詠集』を直接参考にしたわけではな-､これを適当に思い出しながら題
を考えていったので ろう｡最初 部分だけ1致しているこ が多-､後になって『朗詠集』の題からまた採っていることもよくあり､この場合 順序不同である｡『朗詠集』では春秋の部が充実してお-､王朝的なみやびの意識
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あるのに対して､『題林抄』では夏冬の部も大幅に増補されており'中世の美意識をよ-反映している｡また『題林抄』では小朝拝､臨時客､駒迎'五節､臨時祭など宮廷行事に関する題が昌につ-ところで'これは公家文化の伝統をことさらに維持しょうとする'中世人の意識の表われであろう｡さらに注目されるのは『題林抄』における雑の部で､これは連歌の寄合の世界を思わせる｡たとえば二条良基の『連歌新式』　の体用事では､
岡　峯　洞　尾上　麓　坂　そば　谷　鳩　山の関(以上山体な-)　梯　滝　仙木　炭竃(巳上如此類山の用なり　他准之)海 浦　入江　湊　堤　渚 嶋 奥磯　干潟　河　汀　沼　池　泉(己上水辺体なり)　浮木船　流　浪　水　氷　水鳥類　蝦　千鳥 蔑 真薦　塩　梅松　和布　藻塩草 海人 塩屋-(巳 如此類水辺
( 1 3 )
用なり)-｡
とあって,両者の類似を思わせる｡連歌寄合の世界は'こうして和歌の入門書に 影響し'さらに世阿弥 能 詞章にもそれが及んでゆ-のである｡
これに対し'『二八明題集』　の雑中は'







( _ 4 )
いうイメージ 関わるものである としている｡『音曲口伝』を見ると､この語は音曲論の用語で､
一､音曲に､祝言･ばうお-の声の分目を知る事｡これは､呂･律二より出たり｡呂といふは､喜ぶ声､出る
( 1 5 )
息の声な-｡律といふは､〔悲しむ〕声､入る息と云-0









きみがためはる にいでゝわかなつむわが衣でにゆきはふりつゝ　(古今)-和布刈･求塚ゆきの中にはる きにけりうぐひすのこほれるなみだいまやと- ん　( )-朝長･放下僧はるの夜 やみ あやなしむめ はないろ そみえねかやはか-る,(古今'朗詠)-東北わがやど むめのたちえ みえっらんおもひ ほかにきみがきませる　(拾遺)-江口･右近あさみどりいとよりかけてしらつゆをたまに ぬけ るのやなぎか(古今)-絵馬･遊行柳･吉野天人さくらばなさきにけらしなあしひきの山のか よ-みゆるしらぐも　(古今)I西行桜みやま木のそのこずゑ もわ ざりしき-らははな あら れにけり(詞花)-実盛･春栄･卒都婆小町二大
静
月やあらぬはるやむかしの ならぬわ 身ひとつはも の身に て　(古今)-井筒･雲林院･小塩 杜若･賀
19　専修大学図書館蔵『和歌題林抄』をめぐって
茂物狂･東北･夕顔
てりもせず-ち-もはてぬ春のよのおぼろづきよにし-ものぞなき(古今)-釆女･屋島はる-れば雁かへるな-しら-ものみちゆきぶ-にことやつてまし(古今)-隅田川ぅすゞみにか-たまづさとみゆる哉かすめるそら かへるか-がね(後拾遺)-高野物狂ぉちこちのたつき しらぬ山なかにおぼつかな-もよぶこど- な(古今)-一角仙人･清経･当麻･田村･唐
船･雲雀山･紅葉狩･山姥
はるのゝのすみれつ とこしわれは野をなつかしみひとよね け-(万葉) 求塚いひそめしむかしのやどのか つばたいろば -こそ たみな-けれ(後撰)-杜若
<夏の部>5例
はなのいろに たもと おしければ衣かへうさけふ あるかな(拾遺､朗詠)-雲雀山なつ山のあをばまじ-のをそざ-らは はなよ もめ らしき な(金菓)-大原御幸さつきまつはなたちつばなのかをかげばむかしの人のそでの ぞする(古今'朗詠)-浮舟･通小町･蝉九･雲
雀山･藤
はちす葉のにごりにしまぬ心もて に はつゆをたま あざむ-(古今'朗詠)I誓願寺･当麻みなづさのなごしのはらへする人はちとせのいのちのぶとこそさけ(拾遺)-水無月顧
<秋の部>8例
をみなへしうしろめた-もみゆるかなあれたるやど ひと-たてれば(古今)I女郎花なにめでゝおれるばか-ぞをみ へしわれおち き 人に たるな(古今)-女郎花･小督
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あふさかのせきのいはかどふみならし山たちいづるもちづきのこま(拾遺)-関原与市あふさかのせきのしみづに げみえていまやひ-らんもちづきのこま(拾遺)-蟻通･烏帽子折･蝉丸このまよりもりくる月のかげみれば心づ-しのあきはきにけり(古今)-阿漕･綾鼓･金札･玄象･皇帝･玉等しらつゆもしぐれもいたくもる山 したばのこ ずもみぢしにけり(古今'朗詠)-烏帽子折･飛雲こハ浦このたびはぬさもと あへず手向山もみぢのにしき神のまに　-　(古今)･よ屯田さりともとおもふ心もむし ねもよはりはてぬる秋 -れかな(千載)-砧 清経
<冬の部>6例
神無月ふりみふらずみさだめなき ぐれぞふゆ はじめな-ける(後撰'朗詠)1息度かみなづき か-なりゆくこずゑよりしぐれてわたるみやまべ さと(後拾遺)-大社たかさごのおのへのかねのをとすな-あかつき けて やを-らん 千載)-高砂二二井寺つのくにのなにはのはるはゆめなれやあしのかれ葉に ぜわた なり(新古今)-芦刈あはぢしま ようふちどりのなくこゑにい-よねざめぬすまのせき (金葉)-阿漕･敦盛あまつかぜ-もの よひぢふきとぢよを めのすがたしばしとゞめん(古今､朗詠)-西王母･泰山府君･定
家･寝覚･羽衣･青野天人
<恋の部>4例




しらなみのよするなぎさによをつ-すあまのこなればやどもさだめず(新古今､朗詠)-胡蝶これやこのゆくもかへるもわかれつゝしるもしらぬもあふさかのせき(後撰)-安宅･蝉九･第六天･盛久みや をばかす とゝもにたちしかどあきかぜぞふ-しらかはのせき(後拾遺 班女 遊行柳山ざとはものゝ しき事こそあれよのうきよ はすみよか-け-(古今､朗詠) 大原御幸たかきゃにのぼりてみればけぶ-たったみ かまどはにぎはひにけ-(新古今､朗詠)-難波･放生川ゎがきみはちよにましませさゞれいしのいほほとな-てこけのむすまで(古今､朗詠)-老松･呉服 春栄･TD
八幡･養老
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(2)｢和歌題林抄編者存疑｣『専修人文論集』25号､昭和五十五年六月)(3)以下､中田武司他 『和歌題林抄』(専修大学出版局'平成元年)による｡(4)｢和歌造林抄の基礎的研究｣『早稲田大学大学院文学研究科紀要』別冊･第九集'(昭和五十八年三月)(5)以下､中世の文学『連歌論集一』　(三弥井書店)による｡(6)日本古典文学大系『謡曲集･上』　(岩波書店)による｡(7)　『中世類題集の研究』　(和泉書院､平成五年)　1貫(8)図書寮叢刊による｡(9)注(7)　の書一八三賞(10)『明題和歌全集』解配 福武書店､昭和五十一年)(11〓二村晃功編『続五明題和歌 』(和泉書院､平成四年)による｡(S)成立時期の解説と本文は､古典文庫による｡(S)古典文庫『良基連歌論集二』によ .(S)『観阿弥･世阿弥時代の能楽』(明治書院､平成十1年)五〇1-五〇二貫(ほ)日本思想大系『世阿弥･禅竹』による｡(S)　『和歌と謡曲考』　 桜楓社､昭和六十 年)(5)｢漠故事類題和歌からみた中世類題集の系鎌2-｢王昭君｣ 場合-( 中世類題 の研究』所収)
この論文は､専修大学日本語日本文学会の平成十九年度研究助成による｢専修大学図書館蔵の写本･版本の調査｣
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の研究成果の一部である｡
【
